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EE翠藷墨書一 回
( 2月末日現在) 前月比

人口 56，448 (-46) 

f男 27，235 (-34) 

l J5←12) 世帯数 l4 (+ 4) 

出生 64 転入 235 
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乙
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

市
民
会
舘
りわ
に
完
成

市
制
%
周
年
式
典
を
挙
行

昭
和
四
十
一
年
度
の
最
終
市
議
会
で

大
村
市
長
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
の
お

も
な
施
策
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し

た。
そ
の
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
事
業
別
の
施
策
の
あ
ら
ま
し

は
次
号
よ
り
掲
載
い
た
し
ま
す
。

市
制
施
行
自
周
年

市
民
表
彰
制
度
を
制
定

今
年
は
、
大
村
市
が
昭
和

十
七
年
二
月
十
一
日
大
村
町

ぞ
軸
と
し
て、

三
浦
、
鈴
田

呂田一瀬
、
福
重
、
松
原
の
五
カ

施政方針を説明する

大村市長

村
守
合
併
し
て
全
国
で
第
百

八
十
八
番
目
の
市
と
し
て
誕

生
し
て
か
ら
満
二
十
五
年
を

迎
え
た
め
で
た
い
年
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
の
敗
戦
と
い

ろ
巌
粛
な
事
実
は
、
当
時
の

軍
都
大
村
市
に
と
っ
て
は
他

都
市
以
上
の
苦
し
い
も
の
で

あ
り
数
々
の
苦
悩
と
困
難
ぞ

か
か
え
な
が
ら
二
十
五
年
と

い
う
な
が
い
歳
月
を
経
て
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
今
年
度

に
は
市
民
会
舘
も
で
、き
あ
が

り
ま
す
の
で
、
こ

の
竣
工
落

成
を
期
し
て
(
次
頁
へ
〉

[一←一花見頃一一一一一一!

[>吉野桜 ! 
3月末-4月5日頃 |
[>八重桜 ! 

4月5日-15日頃 i 

'[>つ つじ | 

4月中旬頃 ! 
1[>しょう ぶ | 

6月上旬頃 | 

/ 
大

ザ〉
ルヘ4

大

メ〉

工「

止て

ヰカエト;:) 

長崎国体を前に、観光大村、花どころ

大村ぞより有名にするため、桜そ大切

に、市内をきれいにいたしましょう。

大村の桜まつりも 3月25日から始ま

り、 4月は今をさかりと桜の花か咲き

みだれます。
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市
制
二

十
五
周
年
記
念
式
典

を
行
な
い
、
こ
の
際
新
た
に

市
民
表
彰
の
制
度
を
定
め
て

第
一
回
目
の
表
彰
ぞ
行
な
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

り大村市政だよ

叩
万
都
市
建
設
に
努
力

公
共
施
設
を
整
備
拡
充

私
は
市
政
の
一
大
目
標
と

し
て
の
十
万
都
市
建
設
に
日

夜
意
欲
を
燃
や
し
、
市
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
の
施
策
を
行
な

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
企

業
誘
致
事
業
は
順
調
に
進
み

ま
た
、
教
育
施
設
の
面
で
も

総
合
中
学
校
で
あ
る
玖
島
中

学
校
の
建
設
が
進
み
、
さ
ら

に
市
民
の
文
化
教
養
¢
殿
堂

と
し
て
の
市
民
会
舘
も
本
年

四
月
に
は
り
っ
ぱ
に
完
成
す

る
な
ど
、
懸
案
と
な
っ
て
い

た
近
代
都
市
造
り
へ
の
基
礎

が
で
き
た
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
。

と
〈
に
今
年
度
は
、

市
民

生
活
を
一
一
層
豊
か
に
し
、
福

利
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、

，

い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
を
整

備
拡
充
し
、
住
宅
建
設
、
工

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

場
誘
致
に
一
段
と
力
を
注
ぎ

と
〈
に
広
域
的
な
観
念
に
基

ず
〈
交
通
網
の
発
達
と
整
備

強
化
が
急
務
で
あ
る
と
考
へ

ま
J
9
。

交
通
網
の
整
備
に
努
力

九
州
横
断
道
と
嬉
野
線

そ
れ
に
は
ま
ず
、
北
九
州

と
大
村
ぞ
結
ぶ
九
州
横
断
高

速
自
動
車
道
路
の
完
成
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い

て

は
、
九
州
地
方
建
設
局
の
手

で
昨
年
よ
り
今
年
に
か
け
調

査
が
行
な
わ
れ
、
今
年
度
中

に
は
道
路
建
設
の
た
め
の
基

本
計
画
か
打
ち
出
さ
れ
る
こ

一般会計の大要

本年度の予算編成にあたっては、義務

的経費を主体とした骨格予算と、事業費

については継続事業と定例的な事業を優

先的にとりあげ計上ιまG1こ。ー径二つて今
後の国の予算の決定をまって予算の補正

を1ヲないます。

と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の

道
路
と
共
に
将
来
の
大
村
の

地
位
を
画
期
的
に
高
め
る
も

の
に
、
肥
前
山
口
、
武
雄
、

大
村
を
結
ぶ
国
鉄
嬉
野
新
線

の
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
も
今
年
度
中
に
建
設
予

定
隷
に
編
入
さ
れ
る
見
込
で

あ
、り
ま
す
の
で
、
一

層
そ
の

実
現
に
努
力
を
い
た
し
ま
す

乙
の
ほ
か
大
村
市
は
県
内
で

唯
一
の
空
港
所
在
地
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
も
十
分
に

活
用
し
、
空
と
陸
と
の
交
通

の
要
に
し
た
い
と
考
へ
ま
す

2令

2手

2ユ

大
村
市
総
合
開
発
審

…

議
会
を
活
用

市
民
参
加
方
式
を
取
入
れ
一

今
後
の
大
村
の
発
展
構
想

に
つ
い
て
は
、
と
〈
に
市
民

参
加
方
式
ぞ
取
り
入
れ
、
基

本
構
想
そ
立
て
る
た
め
に
昨

年
六
月
設
置
い
た
し
ま
し
た

大
村
市
総
合
開
発
審
議
会
の

発
展
基
本
構
想
の
答
申
や
得

る
た
め
、
直
接
活
動
費
を
計

上
し

て
い
ま
す
。
(以
下
次
号
)

※ 

"--
今主

※ 

※ 

※ 

※ 

~~ 

iし[
去り i
事せ (

保
育
所
に
勤
務
す
る
職
員

(
保
母
、
炊
事
婦
)
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
受
験
資
祐

【
保
母
】

σ学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
し
、
保
母
の
資
格
ぞ
有

す
る
者
ま
た
は
採
用
後
一

年
以
内
に
保
母
の
資
格
そ

取
得
で
き
る
者

J 
Y 

②
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た

は
採
用
後
居
住
し
う
る
者

【炊
事
婦
】

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、

学
枚
教
育
法
に
よ
る
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
ぞ
有

す
る
者

②
就
学
児
童
以
上
の

二
J
三

人
の
家
族
構
成
で
保
育
所

に
住
込
可
能
の
者

③
昭
和
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子

マ
試
験
の
内
容

保
母
、
炊
事
婦
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い

て、

公
務
員

と
し
て
必
要
な

一
般
知
能

と
教
養
に
つ
い

て
の
筆
記

試
験
、
身
体
検
査
な
ど

マ
試
験
の
期
日

四
月
九
日

マ
願
書
受
付
期
間

四
月
八
日
の
正
午
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
人
事
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
い
。
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竹
松
に
市
立
保
育
所
を
新

し
〈
開
設
い
た
し
ま
す
の
で

入
所
児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

マ
該
当
児
童

保
護
者
が
共

嫁
ぎ
や
病
気
そ
の
他
の
理
由

で
、
日
々
の
保
育
に
欠
け
る

満
一
才
以
上
で
就
学
前
の
児

童マ
集
募
人
員
六
十
名

マ
受
付

4
月
日
日
ま
で
福

祉
事
、務
所
で
受
付
け
ま
す
。

申
請
用
紙
は
福
祉
事
務
所
か

竹
松
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

お
し
ら
せ

竹
松
に
市
立
保
育
所

申
込
は
4
月
刊
固
ま
で

り

j 
・司Z

コ
ー

ナ

l

10日 9.00-11.00 今村公民舘

ググ 13・00-16.00 三浦 診療所 四

11日 9・30-15・30 鈴 田出張所 月

12日 9.30-15.30 竹松出張所 の

17日 9.30-15.30 松原出張所 ? 
18日(9・30-15.30 福 重出張所 検

19日i9.00-11:00，黒木 小 学校 詩

ググ 13.00-16.00 萱瀬出張所

学
童
用
机
腰
掛
を
公
売

学
校
児
童
生
徒
用
の
木
製

机
、
腰
掛
な
ど
不
用
に
な
っ

た
も
の
を
つ
ぎ
の
と
お
り
公

大村市政だよ(3) 

売
し
ま
す
c

入
札
の
説
明
は

公
売
場
所
で
行
な
い
ま
す
の

で

、
買
受
希
望
の
方
は
印
鑑

を
持
っ
て
お
集
り
〈
だ
さ
い

マ
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
分
の
五

〈
わ
し
い
こ
と
は
会
計
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

公売期日|公売時間;

4月10日|午前10時都中学校 ・松原小学校

11 11 I午後1時福重小学校・西大村中学校

4月11日|午前10時!萱瀬中学校・玖島中大村校舎

11 11 I午後1時i鈴田小学校 ・三 浦 小 学校

4月12日|午前10時;東大村小学校

所場
τま2

n 公ガ
ン
の
集
団
検
診

ガ
ン
検
診
車
に
よ
る
胃
ガ

ン
の
集
団
検
診
を
つ
ぎ
の
要

領
で
行
な
い
ま
す
。

マ
対
象
者
市
内
に
居
住
す

る
満
四
十
才
以
上
の
方

マ
料
金
一
人
四
百
円
を
検

1 ，. 
¥ 

I 

犬の登録と予防注射
昭和42年度の犬の登録と第1回目の狂犬病予防
注射をつぎのとおり行ないます。犬を飼っている

方は必らず登録するようにいたしましょう。

c>対象犬 91日以上たっている犬

じ>手数料登録…一頭につき 300円

注射…一頭につき 210円

なお、犬は丈夫なくさりかひもで引いてきて〈

?ごさい。

登録と注射のすん?ご犬には必ず鑑札をつけまし

ょう。鑑札のない犬は捕獲されます。

診
日
に
い
た
だ
き
ま
す

マ
検
査
の
方
法
胃
の
集
団

検
診
車
が
つ
ば
き
号
ρ

で

X
線
の
間
接
撮
影
に
よ
る

検
査
。

マ
申
込
の
方
法
四
月
二
十

日
ま
で
に
衛
生
課
ま
で
、

ハ
ガ
キ
で
申
込
み
〈
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
男
女

別
、
世
帯
主
名
を
記
入
し

て
〈
だ
さ
い
。

マ
検
診
日
時
、
場
所
五
月

上
旬
に
実
施
の
予
定
で
す

が
、
確
定
次
第
に
申
込
者

日
一日

日

'

'

日

日

F

F

日

j
一
1

2

2

H

2

H

3

7

A

λ

8

E
太
一

1

i

1

i

1

ょ

1
ょ

1
4

強

一月

p

p

グ

庁

P

P

M

グ

当
プ

一

a吐

λF 

11 

λY 

| 実施時間
|93M30 
1叩0.0叩0-1叩0.3叩0 

I ~~ .~~--→11. 30 
|[f臼3.0川0ω0山 30
14.4羽0-1日5.0ω0 

i15. 20--16.00 

|93M00 
!}，30-10 .00 

110.30-11.00 

p.30"'-'12.00 

113.30-15.30 

9.30-15.00 

所

-

所

所

校

所

所

所

所

所

舘

所

所

一張

留

学

張

留

支

張

留

民

庁

張

健

一

一

公

一

出

停

小

出

一

苧

出

惇

出

保

一

1
第

寺

路

一松

木

木

瀬

代

協

重

岳

光

留

原

村

竹

黒

黒

萱

富

農

福

野

東

武

松

大

場施実

に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

衛
生
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
募
集

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
果
樹
農
業

移
住
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

マ
家
族
の
条
件

①
農
業
経
験
者
で
十
五
才
以

上
五
十
才
末
満
の
働
き
手

が
三
人
以
上
い
る
家
族

②
営
農
資
金
、
生
活
費
と
し

て
四
十
万
四
以
上
携
行
で

き
る
家
族

λy 

11 

11 

マ
分
譲
面
積

一
戸
当
り
二
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上

マ
申
込
期
日

四
月
二
十
五
日
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
乙
と
は

市
農
林
課
へ
お
た
ず
ね
〈
に

さ
い
。

忌
明
に
寄
付

市
内
沖
田
郷
の
島
原
ヒ
サ

さ
ん
は
、
亡
父
関
太
郎
さ
ん

の
忌
明
に
社
会
福
祉
事
業
費

と
し
て
金
一
封
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
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一

票
に
責
任
を
も
っ
」

一

よ

い

選

挙

一

「1
1

1

1

i
si

l

l
i
-
-
li
l
t
-
県
議
会
議
員
選
挙

L

一ー一品

き
た
る
四
月
十
五
日
は
、
長
崎
県
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

投
票
一
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
一
人
も
れ
な
〈

正
し
い
投
票
を
J

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

正
式
の
投
票
用
紙
で

は
っ
き
り
と

ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
正
式
の
投
票
用
紙
で
な
い

も
の

②
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の

氏
名
そ
書
い
た
も
の

せ
っ
か
〈
投
票
し
て
も
次
の

よ
う
な
投
票
は
無
効
と
な
り

③
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
余

計
な
こ
と
を
書
い
た
も
の

(
敬
称
、
職
業
、
身
分
な

ど
を
書
い
た
も
の
は
有
効

で
す
)

④
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か

ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
も
の

投
票
所
に
は
入
場
券
を

投
票
所
で
は
必
ず
投
票
所

入
場
券
を
受
付
へ
提
出
し
て

〈
だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
〈

し
た
人
は
受
付
へ
申
出
ま
し

よ
ろ
も
投
票
は
投
票
所
入
場
券
記

載
の
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投

票
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

け
が
人
は
代
理
投
票

盲
人
は
点
字
で

字
を
知
ら
な
い
人
や
け
が

を
し
て
書
け
な
い
人
は
投
票

所
で
申
出
て
〈
だ
さ
い
。
代

理
投
票
(
投
票
事
務
従
事
者

が
本
人
に
代
っ
て
書
〈
)
を

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
目

が
見
え
な
い
人
は
点
字
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

四
月
十
五
日
の
投
票
日
に

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
ま
ち
が
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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新学期です

交通事故から守りましよう

l金
さあ/

子供を

い
よ
い
よ
新
学
期
を
迎
え

四
月
六
日
か
ら
新
入
学
の
学

童
・
園
児
の
通
学
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
今
ま
で
家
庭
で
保

護
者
の
監
護
の
も
と
に
生
活

し
て
い
た
学
童
・
園
児
が
、

一
斉
に
親
の
も
と
を
離
れ
、

交
通
び
ん
ぱ
ん
な
道
路
を
通

っ
て
通
学
す
る
乙
と
に
な
る

た
め
、
こ
の
時
期
に
は
学
童

.
園
児
の
被
害
事
故
が
非
常

に
多
〈
な
り
ま
す
。

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
を
は
じ
め
、
皆
ん
な
で

次
の
こ
と
を
よ
〈
教
え
注
意

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

マ
通
園
通
学
は
、
い
く
ら
か

廻
り
道
に
な
っ
て
も
で
き
る

だ
け
交
通
量
の
少
な
い
安
全

な
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

マ
通
園
通
学
は
、
道
路
の
右

側
(
歩
道
が
あ
る
場
合
は
歩

道
)
端
を
必
ら
ず
一
列
で
歩

き
ま
し
ょ
v

フ。

マ
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

先
ず
手
を
上
げ
、
必
ら
ず
右

左
の
安
全
を
よ
〈
確
か
め
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

道
路
え
の
と
び
出
し
は
、

自
殺
行
為
と
同
じ
で
す
。
子

供
の
被
害
事
故
の
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
は
道
路
横
断
中
に
起

っ
て
い
ま
す
。

マ
道
路
で
は
遊
ば
な
い
よ
う

に
、
安
全
な
遊
び
場
を
考
え

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

マ
帽
子
・
手
提
袋
・
雨
衣
な

ど
は
で
き
る
だ
け
原
色
の
目

F

に
つ
き
ゃ
す
い
色
の
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
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